
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姶 良 市 立 図 書 館 
 

中 央 館 

一

般

書 

本を楽しむ教科書 大島 梢絵 

素人校長ばたばた日記 川田 公長 

世界一やさしい日本酒の味覚図鑑 神奈川 健一 

猿 京極 夏彦 

じゃあ、これは殺人ってことで 東川 篤哉 

児

童

書 

きみが知ってる恐竜のこと、ぜんぶまちがい!? ﾆｯｸ･ｸﾗﾝﾌﾟﾄﾝ 

わたしは書体デザイナー 高田 裕美 

ねぎのねぎしくん 戸森 しるこ 

絵

本 

つまようじの王さま 二宮 由紀子 

みえないおしごと とくなが けい 

 

発行：姶良市立図書館 

新着案内 

図書館だより 

蒲生公民館 

一

般

書 

日本の神々の歴史 島田 裕巳 

マンガと図解と地図でわかる!豊臣秀長徹底解説 ミスター武士道 

シンプルだから悩まない！ワンパターン献立 長谷川 あかり 

花と短歌でめぐる二十四節気花の色いろ 俵 万智 

あたしがわたしじゃなくなれば 汐見 夏衛 

児

童

書 

おうちで飼える！恐竜・古生物図鑑 土屋 健 

世界のくるま図鑑 － 

ぼくたちのマインクラフト冒険記 2 針 とら 

絵

本 

パンダおかたづけでんしゃ いりやま さとし 

ほんがすきなホンガスキーさん ダヴィデ・カリ 

 

加 治 木 館 

一

般

書 

シニアもラクラク楽 しめる世界一かんたん !ＣｈａｔＧＰＴ使いこなし超入門  茂木 健一郎 

日本文化、寄り道の旅 彬子女王 

花やゆうれい 町田 尚子 

憤怒の人 母・佐藤愛子のカケラ 杉山 響子 

ハヤディール戀記
れ ん き

 上・下 町田 そのこ 

児

童

書 

いわさきちひろ（学習まんが） 春野 まこと 

こども言語化大全 山口 拓朗 

図書館のぬいぐるみかします ４ ｼﾝｼｱ･ﾛｰﾄﾞ 

絵

本 

ノラネコぐんだんはるなつあきふゆ 工藤 ノリコ 

わたしとわたし 五味 太郎 

 

 

ノミネート作品 

『暁星』          

『ありか』        

『イン・ザ・メガチャーチ』 

『失われた貌』      

『エピクロスの処方箋』 

『殺し屋の営業術』  

『さよならジャバウォック』 

『熟柿』    

『探偵小石は恋しない』 

『PRIZE-プライズ-』 

ホームページ Instagram 

中 央 図 書 館 0995-64-5600  

加治木図書館 0995-62-2605  

 0995-52-1771 

☆図書館だよりは、ホームページと Instagram 
からもご覧いただけます。 

令和８年 

３月号 

湊かなえ/双葉社 

瀬尾まいこ/水鈴社 

朝井リョウ/日経 BP 日本経済新聞出版 

櫻田智也/新潮社 

夏川草介/水鈴社 

野宮有/講談社 

伊坂幸太郎/双葉社 

佐藤正午/KADOKAWA 

森バジル/小学館 

村山由佳/文藝春秋 

＊気になる作品は、早めの予約がオススメ！ 

『蒲生公民館図書室』の移転について 

新ＨＰはコチラ 

第 15回 
アガサ・クリスティー賞 

『ボスポラス 
死者たちの海峡』 
川瀬 美保/著 （早川書房） 

憂愁の都市、イスタンブール。不可
解な遺書を残して自殺した日本人
音楽家の捜査をするうち、在トルコ
日本人たちの複雑な人間関係、さ
らには連続女性転落死との恐るべ
き繫がりが浮き彫りになり…複雑に
絡んだ謎を描く、長編ミステリ。 

「アガサ・クリスティー賞」：本格ミステリをはじめ、冒険小
説、スパイ小説、サスペンスなど、クリスティーの伝統を現
代に受け継ぎ、発展、進化させる総合的なミステリ小説を対

象とし、新人作家の発掘と育成を目的とする賞。 

所蔵館：中央館 

【書籍名五十音順】 

蒲生公民館図書室は、移転に伴い R8年4月1日から休室
します。蒲生複合新庁舎 1 階に移転し、「蒲生図書館」に生ま
れ変わります！（開館は R8年 8月１日予定） 

新しい「蒲生図書館」をお楽しみに！ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★：映画 詳細は映画だよりをご覧ください。 

：  

：  
 

菅原 洋平 著 
（オーム社）  

 

中央図書館 

※内容は変更になる場合があります。 

 

３月カレンダー 

日 月 火 水 木 金 土 

1★ 2 3 4★ 5 6 7★ 

8★ 9 10 11★ 12 13 14★ 

15★ 16 17 18★ 19 20 21★ 

22★ 23 24 25★ 26 27 28★ 

29★ 30 31     

 

休館日 

春の眠りは 

 

耳の本。 
3/6（金）10 時～3/17（火）16 時 

「空の写真展」 
 

3/21（土）11 時半～3/31（火）16 時半 

「あいら写友会写真展示」 

ふれあいプラザ 

ここちよく 
「春眠、暁を覚えず」で、寝過ごしが
ちな春。睡眠を見直してみませんか？ 

「謎に眠い」 
を解きほぐす 
眠気の悩みを 
あきらめない 
セルフケア 

『 

』 

「なんだか眠い」は、 
どうしようもな…くない!  

『九州異世界遺産』 
本田 純一 著（海鳥社）  

 

３月３日は、「耳の日」。 
 

『蝶の羽ばたき、その先へ』 
森埜 こみち 作（小峰書店）  

 中学生の結は、突発性難聴で左耳

が聞こえなくなってしまい…。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
３/２８：おはなし会 

３月カレンダー 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     
 

 
日時：３月２８日(土) 11時～ 
場所：えほんコーナー 

春がやってくる！おはなしにも 
春がいっぱい！あそびにきてね♪ 

絵本コーナーには季節の絵本を 
展示しています。 

桜前線が日本列島を北上する
４月、新幹線で北へ向かう男女５
人の複雑にからまり揺れる想いと
ふるさとでの出会いを、あざやか
な筆致で描く。 

『“さくら”のつく本』 

さくら、桜、サクラ―。 
タイトルにさくらが入っている本を集めています。 

休館日 

『桜の下で待っている』 
彩瀬 まる/著 （実業之日本社） 

『本屋大賞 2026』 
全国書店員が選んだ“いちばん売りたい本” 

ノミネート作品や過去の受賞作を並べます。 

『整える。』 
３月は何かと変化する月。 

身の回り、心や体、環境など少し意識して 
整えてみませんか？ 

漢方の基礎知識を解説
し、日々を心地よく健康に過
ごすための漢方・薬膳の知識
を季節ごとに紹介する。 

『体と心を整える 
すこやか漢方・薬膳生活』 

 クラシエ薬品株式会社/監修 (宝島社) 

 

『新年度準備は進んでいますか？』 

お弁当作り、通園・通学グッズの作り方や 

親子で読みたい本など紹介します。 

『小学生がえらぶ！ “こどもの本総選挙”』 

全国の小学生のみなさんが、 

「今まで読んだなかで 1番好きな本」を 

投票してランキングが決定しました。 

どんな本が選ばれているか図書館でチェック！ 

加治木図書館 

『あんしんえほん』 
高濱 正伸/監修 林 ユミ/絵 

(日本図書センター) 

病気・事故・犯罪など、身近な
危険から「自分を守れる子」にな
るための４２の習慣を紹介した、
親子で読みたいしつけの絵本。 

 3月カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 4/1 2 3 4  
3/20：春分の日 

4/1～：移転作業のため休館（8/1 開館予定） 

開館時間 9：00～17：00 ※12:00～13:00 は休室 
 

 

蒲生公民館図書室 休館日 

地理や歴史はもちろん、 

産業、風習、文化財の 
ことまで蒲生のすべて 
を網羅した一冊。 

旧蒲生町立図書館が現在の公民館へ図書室と
して移ったのは昭和54年のこと。長年通ってく
ださる方も多く、休館となる四か月の間ご不便を
おかけしますが、新しい図書館の誕生を楽しみ
にお待ちください。これまで蒲生公民館図書室
をご利用いただき、ありがとうございました♪ 

【春の絵本】 

春はもうすぐそこ！ 

春のあたたかさを感じ 

られる絵本を展示。 

【蒲生を知ろう！】 

意外と知らない蒲生のこと。 

歴史や文化について、 

学んでみませんか。 

【絵本で笑顔に】 
年度末、疲れていません 

か？大人も子どもも笑顔に 

なれる絵本を展示。 


